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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　地中に埋設された浄化槽を載置する下部コンクリートスラブと、浄化槽上の地表面に現
場打設された上部コンクリートスラブとを備え、該上部コンクリートスラブを下部コンク
リートスラブから立設した複数本のコンクリート支柱で支持する構成を有する浄化槽設置
構造において、上記コンクリート支柱をプレキャストコンクリート支柱で形成すると共に
、上記下部コンクリートスラブを複数枚の単位プレキャストコンクリートプレートで形成
し、該各単位プレキャストコンクリートプレートを側面を突き合わせつつ平面に結合して
上記下部コンクリートスラブを形成し、更に上記単位プレキャストコンクリートプレート
に支柱立て穴を設け、該支柱立て穴を上記単位プレキャストコンクリートプレートの上面
から立ち上げた同プレートと一体コンクリート製の支柱立てボスで画成した上穴部と上記
単位プレキャストコンクリートプレートの肉厚内に凹成した有底の下穴部で形成し、又は
上記支柱立て穴を上記単位プレキャストコンクリートプレートの上面から立ち上げた同プ
レートと一体コンクリート製の支柱立てボスで画成した上記上穴部で形成し、上記プレキ
ャストコンクリート支柱の下端を上記支柱立て穴に立て込み同上端で上記上部コンクリー
トスラブを支持する構造を有し、上記支柱立て穴の少なくとも一内側面をプレキャストコ
ンクリート支柱下端に対し迎え角を以って傾斜面にすると共に、支柱立て穴の該傾斜面と
対向する内側面を垂直面にし、上記傾斜面とプレキャストコンクリート支柱下端の一外側
面との間に形成された間隙に楔を打ち込んでプレキャストコンクリート支柱下端の上記一
外側面と対向する外側面を上記垂直面に押し付けた構造を有することを特徴とする浄化槽
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設置構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は埋設浄化槽をプレキャスト下部コンクリートスラブ上に載置し、該スラブから
立てた支柱によって地表面に現場打設された上部コンクリートスラブを支持するようにし
た浄化槽の設置構造、殊に浄化槽の上下スラブ間支柱構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　地中に埋設された家庭用雑廃水処理用の浄化槽の上部を車庫、駐車場に使用する場合は
、埋設浄化槽を載置する下部コンクリートスラブから複数本の支柱を立て地表面に現場打
設された上部コンクリートスラブを支持し、上部コンクリートスラブ上面に加わる車輌の
荷重を上下コンクリートスラブとコンクリート支柱とから成る耐力構造体で荷受けするこ
とが義務付けられている。
【０００３】
　特許文献１においては上記下部コンクリートスラブと上部コンクリートスラブと支柱と
から成る耐力構造体を下記の工程１乃至６によって施工している。
【０００４】
＜工程１＞
　地面に掘削した浄化槽設置穴の内底面に栗石を敷き固めし、その上面に均しコンクリー
トを打ち、該均しコンクリートの上面に複数枚のプレキャストコンクリートパネルから成
る下部コンクリートスラブを形成する。
＜工程２＞
　上記下部コンクリートスラブの各隅部から立ち上げておいた継ぎ鉄筋に複数本の縦筋を
組筋すると共に、該縦筋の周りにスパイラル鉄筋を配筋する。
＜工程３＞
　上記縦筋とスパイラル鉄筋の外周面にボイド管と呼ばれる紙製の型枠を外挿し、該ボイ
ド管の上端開口部から管内にコンクリートを現場打設（充填）して上記縦筋とスパイラル
鉄筋が埋設されたコンクリート支柱を成形し、通常はボイド管を埋め殺しにする。
＜工程４＞
　上記支柱間を通して下部コンクリートスラブ上に浄化槽を吊り下ろし載置する。
＜工程５＞
　上記浄化槽設置穴内に掘削土を埋め戻した後、上記コンクリート支柱の上端から突出す
る上記縦筋上端の継ぎ鉄筋に上部コンクリートスラブに埋設する鉄筋を組筋する。
＜工程６＞
　上記浄化槽上の地表面（埋め戻し土の上面）に露出するコンクリートを現場打設し上記
鉄筋を埋設せる上部コンクリートスラブを形成する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－６１２７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記特許文献１に代表される浄化槽設置構造、上下スラブ間支柱構造においては上記工
程２，３，４に示すように、上記下部コンクリートスラブの各隅部から立ち上げておいた
継ぎ鉄筋に縦筋を組筋する作業とスパイラル鉄筋を配筋する作業、上記縦筋とスパイラル
鉄筋の外周面にボイド管を外挿して上記ボイド管の上端開口部から管内にコンクリートを
現場打設（充填）する作業、該打設によって成形されたコンクリート支柱を硬化せしめる
養生期間を経た後、上部コンクリートスラブを現場打設する作業等、上記工程２，３，４
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に示す煩雑な作業と、工期と工費の増大を招く問題点を有している。
【０００７】
　又支柱を成形硬化した後に上部コンクリートスラブを現場打設形成する工事となるので
、コンクリート支柱と上部コンクリートスラブとの剛構造化が確保し難く、加えてボイド
管内の縦筋とスパイラル鉄筋がコンクリート流入を妨げ支柱内に巣を生成し易く、堅牢で
健全なる上下スラブ間支柱構造が得難い問題点を有している。
【０００８】
　特に支柱はボイド管内乃至地中内に隠蔽されてしまうので、しばしば支柱の工事瑕疵が
見落とされがちであり、その改善が望まれている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、地中埋設浄化槽の下部コンクリートスラブと現場打ちして形成された上部コ
ンクリートスラブ間に支柱を立設し、上部コンクリートスラブに加えられた垂直荷重（車
輌荷重等）を支柱を介し下部コンクリートスラブで荷受けするようにした浄化槽設置構造
に係る。
【００１０】
　上記浄化槽設置構造において上記コンクリート支柱をプレキャストコンクリート支柱で
形成すると共に、上記下部コンクリートスラブを複数枚の単位プレキャストコンクリート
プレートで形成し、該各単位プレキャストコンクリートプレートを側面を突き合わせつつ
平面に結合して上記下部コンクリートスラブを形成する。
【００１１】
　更に上記単位プレキャストコンクリートプレートに支柱立て穴を設け、該支柱立て穴を
上記単位プレキャストコンクリートプレートの上面から立ち上げた同プレートと一体コン
クリート製の支柱立てボスで画成した上穴部と上記単位プレキャストコンクリートプレー
トの肉厚内に凹成した有底の下穴部で形成し、又は上記支柱立て穴を上記単位プレキャス
トコンクリートプレートの上面から立ち上げた同プレートと一体コンクリート製の支柱立
てボスで画成した上記上穴部で形成し、上記プレキャストコンクリート支柱の下端を上記
支柱立て穴に立て込み同上端で上記上部コンクリートスラブを支持する浄化槽設置構造で
ある。
【００１２】
　又上記支柱立て穴の傾斜面と支柱下端外側面との間に楔を打ち込み、該傾斜面と対向す
る支柱立て穴の垂直面に押し付ける構造にし、コンクリート支柱下端の固定と位置決めを
図る構造にする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、下部コンクリートスラブとコンクリート支柱の両者をプレキャスト化
して、その利点である工期の短縮と作業の簡素化を享受しつつ、上記下部コンクリートス
ラブに設けた支柱立て孔の上穴部と下穴部、又は上穴部によってコンクリート支柱の立て
込み深さを確保し、支柱の安定なる立設が可能である。
【００１４】
　又プレキャストコンクリート支柱を下部コンクリートスラブの支柱立て穴内に立て込み
、支柱立て穴の傾斜面と支柱下端外側面との間に楔を打ち込み、支柱立て穴の垂直面に押
し付ける構造の採用により、コンクリート支柱の垂直立設とその立設位置を確保して垂直
荷重に対し有効に機能せしめる目的が容易に達成できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】Ａはプレキャスト下部コンクリートスラブにプレキャストコンクリート支柱を立
て、浄化槽を下部コンクリートスラブ上に載置した状態を示す断面図、Ｂは上部コンクリ
ートスラブに埋設される鉄筋とプレキャストコンクリート支柱の嵩上げ用鉄筋の継ぎ鉄筋
部とを組筋した状態を示す断面図、Ｃは上部コンクリートスラブを現場打設して形成する
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と同時に、上記嵩上げコンクリートを現場打設して両者を一時に打設成形した状態を、嵩
上げコンクリートと上部コンクリートスラブを断面して示す断面図。尚、図１Ｂ，図１Ｃ
においては、支柱は断面せずに嵩上げコンクリートと上部コンクリートスラブを断面して
示した。
【図２】Ａは図１Ｂにおける上記プレキャストコンクリート支柱の嵩上げ用鉄筋の継ぎ鉄
筋部と上部コンクリートスラブに埋設される鉄筋の組筋状態を拡大して示す断面図、Ｂは
図１Ｃにおける嵩上げコンクリートと上部コンクリートスラブを一時に現場打設した状態
を拡大して示す断面図。
【図３】支柱立てボスを形成したプレキャスト下部コンクリートスラブの平面図。
【図４】上記支柱立てボスにプレキャストコンクリート支柱を立て込んだ状態を示すプレ
キャスト下部コンクリートスラブの断面図。
【図５】プレキャストコンクリート支柱の一例を示す縦断面図。
【図６】同支柱の平面図。
【図７】同支柱の他例を示す縦断面図。
【図８】下部コンクリートスラブに一体にコンクリート成形した支柱立てボスの平面図。
【図９】上記支柱立てボスを一側面より観た断面図。
【図１０】上記支柱立てボスを上記一側面に隣接する側面より観た断面図。
【図１１】支柱立て穴にプレキャストコンクリート支柱を立て込み楔を打ち込んだ状態を
示す断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下本発明を実施するための最良の形態を図１乃至図１１に基づき説明する。
【００１７】
　図１乃至図１１において、１は地中に埋設された浄化槽４を地中埋設状態において載置
するプレキャスト下部コンクリートスラブ、２は浄化槽４上の地表面に露出して現場打設
した車輌等の垂直荷重が加えられる上部コンクリートスラブであり、該上部コンクリート
スラブ２を下部コンクリートスラブ１から立設した複数本のコンクリート支柱３で支持す
る構成を有する。
【００１８】
　図１Ａに示すように、上記浄化槽４は地表面で開口するように掘削した浄化槽設置穴１
８内に収容し、該浄化槽設置穴１８の内底面に設置したプレキャスト下部コンクリートス
ラブ１の上面に載置する。
【００１９】
　上記コンクリート支柱３は工場で事前に製造されたプレキャストコンクリート支柱であ
り、図５乃至図７に示す上記プレキャストコンクリート支柱３には上端から上方へ突出す
る嵩上げ用鉄筋５を具備せしめる。
【００２０】
　上記プレキャストコンクリート支柱３内には複数本の縦筋１６と、該縦筋１６の周囲に
巻き付けた横筋１７とを埋設しておき、該縦筋１６の上端をプレキャストコンクリート支
柱３の上端から上方へ突設して嵩上げ用鉄筋５を形成する。
【００２１】
　上記嵩上げ用鉄筋５は基部延在部で嵩上げコンクリート６に埋設される嵩上げ鉄筋部５
ａを形成し、上端延在部で上部コンクリートスラブ２に埋設する鉄筋７との継ぎ鉄筋部５
ｂを形成する。
【００２２】
　図７に示すように、上記プレキャストコンクリート支柱３の上端には筒壁１０で画成さ
れた据え込み穴１１を設け、該据え込み穴１１の内底面から嵩上げ用鉄筋５を立ち上げ、
上記嵩上げコンクリート６の下端のコンクリートを該据え込み穴１１内に充填しつつ、嵩
上げ用鉄筋５の嵩上げ鉄筋部５ａを嵩上げコンクリート６内に埋設し支柱３との一体化を
強化することができる。
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【００２３】
　図１Ａに示すように、上記プレキャストコンクリート支柱３をプレキャスト下部コンク
リートスラブ１の四隅乃至縁部に垂直に立設する。
【００２４】
　次に図１Ｂに示すように、上記浄化槽設置穴１８内に掘削土を充填し、所謂埋め戻しを
行う。２１は該埋め戻し土を示す。
【００２５】
　更に、図１Ｂと図２Ａに示すように、上記嵩上げ用鉄筋５の上端で形成した継ぎ鉄筋部
５ｂを上部コンクリートスラブ１の埋設鉄筋７と組筋する。
【００２６】
　継ぎ鉄筋部５ｂは先端部をＬ形に曲げて重ねしろを形成し、該重ねしろを鉄筋７の横筋
に重ねるか、継ぎ鉄筋部５ｂの先端部を逆Ｕ形に曲げてフックを形成し、該フックを鉄筋
７の横筋に掛け止めし、夫々組筋する方法を採る。この場合、線材を用いて組筋部を結束
できることは勿論である。
【００２７】
　次に、図１Ｃと図２Ｂに示すように、プレキャストコンクリート支柱３の上端に上記嵩
上げ用鉄筋５基部の嵩上げ鉄筋部５ａを埋設する嵩上げコンクリート６と上部コンクリー
トスラブ２とを現場打設して形成し、該嵩上げコンクリート６にて上記上部コンクリート
スラブ２を嵩上げする。
【００２８】
　現在、上部コンクリートスラブ２の嵩上げ寸法は、過大にすると浄化槽４のマンホール
１９からの点検に支障を来す理由から３０ｃｍを上限とすることが義務付けられている。
これに従い、上記嵩上げ用鉄筋５は３０ｃｍを上限とする嵩上げ鉄筋部５ａと継ぎ鉄筋部
５ｂとを加算した４０～６０ｃｍ程度の長さにする。
【００２９】
　上記のように、継ぎ鉄筋部５ｂと鉄筋７との組筋後に上部コンクリートスラブ２と嵩上
げコンクリート６を一時に現場打設し形成するので、上記組筋時には継ぎ鉄筋部５ｂが嵩
上げコンクリート６の上方に突出することはないが、完成した構造においては継ぎ鉄筋部
５ｂが嵩上げコンクリート６を貫いて上方へ突出し、上部コンクリートスラブ２に埋設の
鉄筋７と組筋した構造となる。
【００３０】
　上記の通り、上記上部コンクリートスラブ２と嵩上げコンクリート６は一時に現場打設
し一体構造にしたコンクリート構造にし、他方コンクリート支柱３と下部コンクリートス
ラブ１とをプレキャストコンクリート製とする。
【００３１】
　従ってコンクリート支柱３の下端は下部コンクリートスラブ１と鉄筋コンクリートで結
合しない構造、即ち非結合構造にし、支柱３の位置決めと垂直立設のみを図る手段を講じ
る。
【００３２】
　上記上部コンクリートスラブ２を嵩上げコンクリート６で嵩上げするに際し、上記浄化
槽４上面のマンホール１９を既知の嵩上げ筒２０を用いて嵩上げしておき、上記上部コン
クリートスラブ２を上記マンホール１９の蓋と略同一レベルに現場打設し形成する。
【００３３】
　上記下部コンクリートスラブ１は図３，図４に示すように、複数枚の単位プレキャスト
コンクリートプレート１ａを平面に結合して形成する。各単位プレキャストコンクリート
プレート１ａは側面を突き合わせつつ、該側面と略同一平面に設けたボルト締結板１３を
互いに突き合わせ、ボルト１４によって締結することによって各単位プレキャストコンク
リートプレート１ａを一体化し一枚の下部コンクリートスラブ１を形成する。
【００３４】
　上記下部コンクリートスラブ１には上面で開口する支柱立て穴８を設ける。該支柱立て
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製の支柱立てボス９で画成した上穴部８ａと、上記下部コンクリートスラブ１の肉厚内に
凹成した上穴部８ａと同心の有底の下穴部８ｂで形成し、上記プレキャストコンクリート
支柱３の下端を上記上穴部８ａに立て込みつつ下穴部８ｂに立て込み、支柱３下端面を下
穴部８ｂの内底面８ｅに定着する。
【００３５】
　上記支柱立て穴８の少なくとも一内側面をプレキャストコンクリート支柱３下端に対し
迎え角を以って傾斜面８ｃにし支柱下端の導入を案内する構成とすると共に、支柱立て穴
８の該傾斜面８ｃの一つと対向する内側面を垂直面８ｄにし、上記傾斜面８ｃとプレキャ
ストコンクリート支柱３下端の一外側面３ａとの間に形成された間隙１５に楔１２を打ち
込んでプレキャストコンクリート支柱３下端の上記一外側面３ａと対向する外側面３ｂを
上記垂直面８ｄに押し付け、コンクリート支柱３下端を固定し立設位置を確保する、同時
に上記押し付けによって垂直立設状態を確保する。よって嵩上げコンクリート６と上部コ
ンクリートスラブ２の現場打設作業に供し、上部コンクリートスラブ２に加わる車輌等の
垂直荷重に対し有効に機能せしめる。
【００３６】
　上記支柱立て穴８は下穴部８ｂを形成せずに上穴部８ａによって形成することができる
。上記支柱立て穴８の内底面８ｅ、即ち下穴部８ｂの内底面８ｅは支柱３の下端面と略同
一大きさで同一形状にし、支柱３の下端の末端を支柱立て穴８の傾斜面８ｃの下端と同垂
直面８ｄにて規制しずれ止めする。
【００３７】
　図８乃至図１１に示すように、実施例として支柱３を断面方形にし、これに応じ上記支
柱立て穴８を方形にし、従って支柱立てボス９を方形にし、該方形支柱立て穴８の一内側
面、又は三内側面を傾斜面８ｃにし、即ち支柱立て穴８の少なくとも一内側面を傾斜面８
ｃにする。
【００３８】
　又は支柱立て穴８とこれを画成する支柱立てボス９を円形又は楕円形にすると共に、支
柱３を断面円形又は楕円形にし、該円形又は楕円形の支柱立て穴８の一内側面を傾斜面８
ｃにし、他の内側面を垂直面８ｄにする。又は支柱立て穴８とこれを画成する支柱立てボ
ス９を多角形にし、支柱３を断面多角形にして上記構造を実施できる。
【符号の説明】
【００３９】
　１…下部コンクリートスラブ、１ａ…単位プレキャストコンクリートプレート、２…上
部コンクリートスラブ、３…プレキャストコンクリート支柱、３ａ…同支柱下端一外側面
、３ｂ…同一外側面３ａと対向する外側面、４…浄化槽、５…嵩上げ用鉄筋、５ａ…嵩上
げ鉄筋部、５ｂ…継ぎ鉄筋部、６…嵩上げコンクリート、７…埋設鉄筋、８…支柱立て穴
、８ａ…上穴部、８ｂ…下穴部、８ｃ…傾斜面、８ｄ…垂直面、８ｅ…内底面、９…支柱
立てボス、１０…筒壁、１１…据え込み穴、１２…楔、１３…ボルト締結穴、１４…ボル
ト、１５…間隙、１６…縦筋、１７…横筋、１８…浄化槽設置穴、１９…マンホール、２
０…マンホールの嵩上げ筒、２１…埋め戻し土。
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